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あきこ

明子さんのピアノ
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かわもとあきこ

～河本明子さんのお話～

． ． 

かわもとあきこ

河本明子さんは、どのような思いでピアノをひいていたのだろう。
ピアノがひけなくなったとき、どんな気持ちだったのだろう。
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大好きな
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＊がんばっていることや、むちゅうになっていることはありますか。
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河本明子さんは、1926（大正15)年、広島県出身の
両親のもと、アメリカで生まれました。饒手さんは、
小さいころから、歌うことが大好きな女の子でした。
そして、 6 オのころからピアノを習い始めました。

あさこ

やがて、明子さんは、大切にしていたピアノととも
あきこ

に、広島へうつり住みました。明子さんは、ビアノが
大好きで毎日のように練習にはげんでいました。その

あさこ

様子は、明子さんが書き続けていた日記にも記されて
います。

あきこ

4年生になった明子さんは、お母さんといっしょに
ピアノをひくこともありました。小学校のえんそう会
でもピアノをひいていました。

あきこ 1よっ

1945（昭和20)年8月6日の朝、明子さんは、ばく心地からおよそ 1kmの場所の八
ちょうぼり つg
丁堀で役所の仕事のお手伝いをしていました。そして……。

あきこ みたき ひっし

明子さんは、ぱく風でふき飛ばされ、きずを負いながらも、三滝の家まで、必死で歩
きました。橋もこわれていたので、川を泳いでわたりました。やっとの思いで家のそば

あきこ

までたどり着いた時、明子さんは力つきてうずくまってしまいました。
「ああ、みんなに会いたい。もう一度、ピアノをひきたい。」
請手さんの家は、ぱく風でまどガラスがこわれ、まどぎわにあったピアノには、

スがびっしりとつきささっていました。
よく日の8月7日、
「お母さん、赤いトマトが食べたい。」

さい：：： のこ あさこ

という最期の言葉を残して、19オの明子さんはなくなりました。

ガラ

がくとどういん

学徒動員
せんそう はたら いじょう
戦争中、 働く人が足りなくなったことから、中等学校以上

せいと ぐんじゅ

の学生や生徒は工場などに作業をしに行きました。軍盤工場で
作業をしたほか、農家に行ってじやがいもほりなどの作業を手
っ£
伝ったり、ばくだんが落ちた後のあなうめをしたりしました。

あきこ

ピアノがひけなくなった明子さんは、 どんな思いだっ

あき：：

しかし、明子さんが、高等女学校の 3年生
せんそう

（今の中学 3年生）になったころから、戦争
あきこ がくとどう

がはげしくなり、その後、明子さんも学徒動
いん

員されるようになりました。
「ビアノをひきたい。」

ふそく

食べ物が不足していたこの時期、音楽を楽
しむことはぜいたくなことでした。このころ

あさこ す

から、明子さんは、大好きだったピアノをひ
いたり、勉強したりすることがだんだんでき
なくなっていきました。

せんそう

＊戦争がはげしくなり、
たのでしょうか。. . . . . . .....................................................，‘ 
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....明子さんが 4 年生のころに書いた日記
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思ったことや考えたことを書きましょう。
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「ようし、これでポンプを動かせる。」
じゅんび 1まりの

ようやく運転の準備ができた時、堀野さんは、 あることに気付いた。
「ポンプの中に水がない！」
ボンプの中に水がないと機械は動かない。羅蔚さんは必死だった。やけどのいたみを

こらえ 、 板¥になって作業し、なんとかポンプに水を入れることに成功した。そしてい
のるような気持ちで、ようやくポンプのスイッチを入れた。

「ドドドド・・・・..。」

ポンプ1台が生き返った。
「よし。」
しかし、このままでは市内へ水を送ることができる

げんど

のは 、 1時間が限度だ。
「ううん、どうしたらええんじゃ。」
ほりの

堀野さんは 、 じっとポンプを見つめたままだった。
（提供／広“市＊道）

そこへ、
ほりの

「堀野さん。」
しょ< tヽん

わかい職員数名がかけつけてきた。
「おう、生きとったんか！ よかった。本当によかったのお。」
ほりの しょくい人 ふっさゅっ

堀野さんを先頭に、かけつけたわずかな職員も加わって、復旧作業が続いた。
「大変です。配水池の水が、もう残りわずかです。」
「自家用発電機を動かし、ボンプ 2 号、 3 号を動かしましょう。」

時間との99だった。水がなくなる前に、自家用発電機でボンプ 2 号、 3 号を動かさ
なければ、再ぴ水が送れなくなってしまう。

てつとう

みんなは外に出て、送電するための鉄塔に、次々と登っていった。大やけどや大けが
をした体で。だれ一人、きずを負っていない者はいない。それでも、必死の作業を続け
た。そして、

「ドドドド ・ ・ ・」 2 号ボンプ。「ドドドド ・ ・ ・ 」続いて、 3 号ポンプが動いた。
8 月 6 日の夕方には、 水を市内へ送ることに成功した。

こうして、見予ばくだんが投下された日も広島のまちに水を送り続けることができ
た。そして、現在まで1日も欠かさず広島のまちに水が送り続けられている。

※配水池•••上水道の配水似を謂整するために 、 一時たくわえておく池
ほりの

＊堀野さんは、 どんな気持ちでじっとポンプを見つめていたのでしょうか。
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●もっと調べてみよう

-
1945（昭和2 0)年8月6日 、 原子ぱくだんによって、 電車123

両中108両、 電柱842本中393本がひがいにあった。中には、 全
fん

む

焼し、 ばく風でだっ線した電車もあった。当日仙務していた
面員は 、 約950名いたが、 そのうち500名がなくなったりけが
をしたりしたとされている。

社内には 、 こんな焼け野原に電車を走らせるのは 、 意味の
ふっこう

ぺ ないことだという意見もあった。しかし、 広島市の復興を進
ふっさゅう

匹／川原Ill鱗 揖供／広虹皿乏資"1l!) めるためには 、 まず交通？懇つ旧を急がなけれぱならないとい
じゅ人ぴ

....原子ばくだんによって う信念のもとに、 ひばく翌日の 8月7日から準備に取りかか
ひがいにあった電車 にして人烹 らょう さい

り 、 わずか 3日後に、 己槌から西天満町までの間で運転が再
かい

開された。

埠）碑麟虚
1949 （昭和24)年 、 広島の履蒻が少しずつ進みながらも 、 市民の問

には 、 「本当に 、 もとのまちにもどるんだろうか。」と、 不安の声が上
釦ていた。そんな中、 たきを登る力強い藉（カー プ）のすがたに 、

復興への思いをこめ 、 広島カー プはたん生した。
くさよう

しかし、 広島カープはいきなり苦況に立たされる。開まくまであと
3か月にせまっても、 選手が 一 人もいない。やっと集めた選手30人

しろうと

は 、 全員索人だった。それでも、 選手たちは猛練習を続けた。
1950（昭和25)年 、 市民が待ち望んだ広島での初試合。その日は約

1万人以上の市民がつめかけ 、 16- 1で勝利した。その13 、 広島中がわき 、 勝ってふるえが止まら
なくなった 人もいた。

さんなん

しかし 、 打金難は続く。遠せいの列車代や宿はく1令はなく 、 バットもグロ ー プも買えない。選
手に給料もはらえない。

そんな時 、 「広島カー プ籍蔽」のニュ ー スが流れた。紐籍資釜の400万円がはらえず、 籍蔽しなけ
れぱいけないというのだ。

その発表の日 、 広島市民は立ち上がった。「自分たちの力で 、 広島にカー プを残す！ ！ 史上最
さかFる ↓ん

大のぽ金作戦が始まった。球場には酒桐が骰かれ 、 みんながぼ金をした。市内各地にもぼ金箱が骰
かれた。小づかいを全部ぼ金する子どもや近所にぼ金をお願いして歩く大 人。

そして、 その年の雑れ 、 ついに400万円が集まり、 カ ー プのそん線が決定した。焼けあとから 、

「広島箇藤の希望」の光をともし続けたのが広島カー プだった。

＊あなたにとって、 r守りたい広島（もの、 心など）」とは何ですか。 それは、

なぜですか。
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広島屯鉄株式会社「広島電鉄開業80年創立50年史」より）
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I墨麟＿＿＿＿＿
広島平和記念都市建設法のたん生で、 広島の都市づくりの方向性が決まりました。

この考えで、 都市づくりの計画として新たにつくられたのが、 「広島平和記念都市建設計
画」です。それまでの広島復興都市計画(1946（昭和21)年および1949（昭和24)年に決定）に代
わる計画として、 1952（昭和27)年3月に決定しました。

この「広島平和記念都市建設法」と「広島平和記念都市建設計画」をもとに、今日の広島
が築きあげられました。これらは 、 現在においても広島市の都市づくりの柱として重要な役
わりを果たしています。

＇丑碑祠i醐岬i-
田原子ぱくだんのばく心地に近い中島地区に12.2lhaの

公園を計画し、 平和記念公園とする。
じょう もとまち

回広島城あとをふくむ基町地区58.74haを中央公園
として計画し、そのほか市内に多数の公園をつく
る。

かせん

国市内を南北につらぬく河川の美しさを生かすため
かがん

に 、 河岸緑地を計画する。

④広島市の中央を東西につらぬく100メ ー ト）レ逍路
をじくとし 、 主な道路は、 ごぱんの目のように計
画する。

す まんちょう

回広島市は三角州上に位罹し、 大半が満潮面以下で
せいび

あるため 、 これらを考えて下水道を整備する。

ふつこう りゃく

◆広島市復興のあゆみ（略年表）- - - - -
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（文・略年よは広島市「ひろしまの復興」をもとに作成）

島

平和なまちとは、どのようなまちでしょうか。平和なまちづくりに大切なことは、ど
ひとびと

のようなことでしょうか。これまで、広島とともに歩んできた人々は、広島のまちにど
のような思いをもっているのでしょうか。これからの平和について、自分なりの考えを
もち、できることを考えてみましょう。

平和なまちづくり

もと憲ち

・基町地区再開発事業

・広島市のまちづくり

�
 

くらしの中の
平和 ►

より平和な
まちづくりを
目指して

•新聞記事 •平和なまち
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--m寛9 くらしの中の平和 ）
●新間記事をもとに、 平和について考えましょう。

手順

••••••••••••••••••••••••••••••••••••• • •
．

．
自分たちの身近にある平和について考えよう。

．

． • •  
. . ..． ． . ． ． .．． ． . . ． ．．． . . n n n. ． ． ． ． ． ..． . . . 

●見出しに注目して、 新聞記事の内容をつかみます。

●平和な内容の記事と平和ではない内容の記事に分けます。

●なぜ「平和」、 「平和ではない」と考えたのか、 理由を考えます。

●グルー プで意見を交流し合います（自分の意見と友達の意見を比べ 、

こと

と似ている所や異なっている所を見つけながら交流し合います）。

自分の考え

B
 

公8年

り ．
広
鴫
員
に
わ
た
っ
て
t
h
纏

を
11
で
ば 、
"

25人

ヽ魯
し
た
●
に
a
Ii
で
r ．

巴
祉

i
め
に
な

が
し
た

広
』
鮎·".1 ・
り
瓢
た
rt"
り

慨方

が彎小
し ．

t笙
2
て
い
る
と
の
情

輯があ
る

4

澗

月

含

命

を
し
た

i

t

'
g

a

R

g

i

広

9"
で

晶
＂

合
か
ら
い
鯛

201

た．
u

ri

t
lo
人
に

k
る

“
II

て死t
に
置
た
M
x
f、

月
の
に
か
け
て
さ
濾
に
鍼
鵞

が鵞
遁

¢
a
聞

→

“
"
の
9
く
の

9
"

g
が
負
竃
体
が
JL
つ
か
り 、
直
く
に

Ir
g
“

“が
女

化糞
K
に
ね
鑽
し
た

“絨
＂
で

”

ス・

t
て
“
り ．

農”

”
兄
と
み
て
●
ぺ
て
い
る

籟
り
2
人
ば ．

午債
ー

闘＇拿
で
のa"
に

●

ヵ千�

る

日R

が名

に
つ
い
て

女“
t
な
ど
を
●
ぺ
て
い
●

§

合
る
2
"
\

t
な
り ．
ポ

死
C
が
●

9"
届
“ .

g
“
る

剛
の

8ー
・
＂
分
を
t

"
乙
“

t

A

岱

剛
山

令
r
"
の

2閾”

g

g

“

方＂彙ぷ
●
に
よ

t ．

な
っ
た

。ー雨磁
t
"

 

i
r

ムー�

通

点
を
付
け
て
J

呼
び
掛
け
も

u員

g-
品ハ

鵬辺
約
1

鱒
鵬、
交
遍
•
が
鵞
い

で

筍

9
3̀
．
交

攣拿など
に
立
っ
た．
「
お

守
こ釈
編
が
あ
っ
L
、

9

t』
云
に
氣
養＂
け
て』

でf．
置
屯

虫g

と声
を
鵬
け
な
が
Q
•
甑

す
る中、
―I
9繭雀
，
．
る
更
●
を
舅
守
っ

iノ
テ
ィ
ア

ベ

9
t
鵬ロ

ー

ii
打

ととg月

夏g
昌

で、
』
U
l

に
＂
は
『

ス
ょ

§
・

が多

ベ
子

と襄
2

i
”
搾
生
セ
い
る．
今

貞
ぃ．
町
内
の
人
た
ち

t

を』'
J嶽‘
←r

!
重
g
o
c
の

un」
ン
曇
Lし

I9
ベ
ラ

‘‘ア
ィ

ア
たち
疇

董4

人が亭
ヽ
ロ
2
q

て
い
た▼

”

人が
午

鴫7
疇
皐
か
ら
け
が
誓
し
べ

上の二つの記事を読んで、 思ったり、 考えたり
したことを出し合いましょう。

記事の見出しや内容 そう考えた理由

の

し‘

の
記
事

ぼくたちの安全を守るために、
ことがわかった。

ちいき ひとびと

地域の人々が協力している

＊学習をして、 考えたことを書きましょう。
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どしゃさいがい わたし

土砂災害は、 私たちのくらしをうばってしまうので、
とてもこわい。
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(NPO法人これからの学びネットワ ーク「ビースクリエイタ ー になろう」賢料より）
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